
 

「
健
康
・
真
面
目
・
努
力
」の
校
訓
、「
世
界
に
信
頼
さ
れ
る
日
本
人
に

な
り
な
さ
い
」と
い
う
校
長
先
生（
当
時
90
歳
ご
自
身
で
校
訓
を
体
現

さ
れ
て
い
た
）の
言
葉
を
聞
く
と
い
う
学
校
教
育
を
受
け
て
育
ち
ま

し
た
。そ
の
日
々
が
今
も
私
の
中
心
に
あ
り
支
え
で
す
。こ
れ
こ
そ

『
徳
育
』で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
中
学
校
区
に
て
青
少
年
育
成
活
動
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。心
を
育
て
る
・
生
き
る

力
を
育
む
・
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
育

て
る
等
目
標
を
掲
げ
、地
域
の
方
々
と
子
ど

も
教
室
・
餅
つ
き
・
清
掃
活
動
・
読
み
語
り
そ

の
他
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
よ

う
な
時
、私
た
ち
大
人
は
子
ど
も
た
ち
に
ど

の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
子

ど
も
た
ち
の
支
え
や
手
本
と
は
な
れ
ず
と
も
、

せ
め
て
恥
ず
か
し
く
な
い
後
ろ
姿
を
見
せ
た

い
と
、意
識
し
て
背
筋
を
伸
ば
し
て
み
る
の

で
す
。

　　佐世保市民の皆様におかれましては、コロナ禍の中いかがお過ごしでしょうか。
 「徳育通信」第８号の発刊に寄せて、一言ご挨拶申し上げます。
　今年初めから急速に感染拡大をはじめた新型コロナウィルスの猛威は今も収束す
ることなく、あらゆる局面で三密の回避やソーシャルディスタンスの確保が厳しく
要求されるなど、私たちの生活に多大な影響を及ぼしています。そうした中で「第
11回徳育推進フォーラム」は、「コロナ禍の今、徳育を考える」をテーマとして
オンライン開催と致しました。しかし、会員による座談会や佐世保市歌斉唱、徳育
標語コンクール入賞者表彰、そして「徳育まちづくり宣言」の朗読と、例年通りの
プログラムで実施され、今年もしっかりと継続できたことを関係者一同感謝してい
るところです。
　コロナ禍は私たちの生命を脅かすのみならず、現代社会を基礎づける価値観や考
え方を大きく変えようとしています。そしてこのような状況下であるからこそ、人
間としての徳とは何かを考える徳育の営みは重要性を増していると言えましょう。
『新約聖書』に「苦難は忍耐を、忍耐は錬達を、錬達は希望を生む」という言葉が
あります。新型コロナウィルスの蔓延という全世界的な困難に直面して、わたした
ちはさまざまな場面で忍耐を強いられています。しかし苦しく辛い忍耐は確かに錬
達、すなわちwithコロナの新しい生活様式と変化への動きを生み出しつつあるので
す。そうした錬達は物質的生活と精神的生活の両面で、わたしたちに希望の光を与
えてくれるようです。
　そして粘り強い徳育活動の継続こそが、コロナ禍という危機を克服し、希望にあ
ふれる錬達のまちとして佐世保を築き上げる、その着実な一歩となるのではないで
しょうか。

コロナ禍の今、徳育を考える

　佐世保徳育推進会議 会長　木 村　勝 彦

わが　 の一徳運動校 わが　 の一徳運動社

わが　 の一徳運動家 の一徳運動わが 地 域

川
﨑　

奈
緒
美

山
澄
中
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会　

会
長

第8号
発行日　令和２年12月10日
発　行　佐世保徳育推進会議(佐世保市教育会内)
住　所　栄町４番１１号サンクル１番館２Ｆ
TEL/FAX　（0956）２３－２８５６
E-mail　sasebotokuiku@alpha.ocn.ne.jp

佐
世
保
市
立
中
里
小
学
校　
　

兼　

正
晴

　

中
里
小
学
校
で
は
、「
中
里
仲
良
し
」
を
合
言
葉
に
、
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
関
わ
り
を
深

め
な
が
ら
、
み
ん
な
で
学
び
、
み
ん
な
で
育
つ
こ
と
を
大
切

に
し
、
学
習
活
動
を
軸
に
「
中
里
仲
良
し
」
を
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
こ
の
「
中
里
仲
良
し
」
は
、
学
校

内
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
通
し
て
、

さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
活
動
に
は
、
老
人
会
の
皆
様
と
の
昔
遊
び
、
佐

世
保
特
別
支
援
学
校
児
童
と
の
交
流
学
習
、
近
隣
幼
稚
園
保

育
所
園
児
と
の
交
流
学
習
等
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
に
多
く
の
ふ
れ
あ
い
活
動
が
実
施
で
き
ず
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

中
里
小
学
校
で
は
、
人
と
人
の

関
り
の
中
で
、
相
手
に
思
い
を
寄

せ
行
動
す
る
こ
と
か
ら
、
思
い
や

り
の
徳
を
獲
得
す
る
「
中
里
仲
良

し
」
の
子
ど
も
を
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

有
限
会
社
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ヨ
シ
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取
締
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吉
田　
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当
社
は
、
全
国
優
良
の
防
犯
機
器
販
売
店
が
結
集
し
た
ア
ル
パ

ネ
ッ
ト
加
盟
店
で
す
。 

お
客
様
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
る
最
新

の
自
主
防
犯
シ
ス
テ
ム
は
当
社
と
と
も
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な 

セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
維
持
を
可
能
と
し
、
今
ま
で
に
な
い
安

心
感
と
信
頼
感
を
ご
提
供
し
ま
す
。 

防
犯
診
断
か
ら
設
計
･
施
工

･
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
豊
富
な
知
識
と
経
験
で
実
施
し
ま
す
。

　

昨
今
、
全
国
の
犯
罪
数
が
増
え
続
け
て
い
る
中
、
防
犯
機
器
販

売
店
と
し
て
地
元
に
根
差
し
、
地
元
に
安
心
、
安
全
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
弊
社

の
一
徳
運
動
は
そ
う
い
う
地
元
の
お
客

様
に
よ
り
安
心
安
全
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
日
頃
か
ら
徳
の
心
を
も
っ
て

挨
拶
、
お
客
様
対
応
、
設
置
後
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
細
か
い
お
声
が
け
を
し
っ

か
り
行
い
、
安
心
感
、
信
頼
感
を
ご
提

供
し
地
元
の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
き
、

ま
た
徳
育
推
進
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

賛助会員とは、佐世保徳育推進会議が推進する徳育推進事業の趣旨に賛同していただける方、また本会議の運営を支援
していただける方のことをいいます。

佐世保徳育推進会議では当会の趣旨をご理解して
いただけるたくさんの賛助会員を募集しています。

□ 会費（年会費・口数は自由です）
　 ●個人…１口1,000円　●法人・企業…１口5,000円
□ ご賛同いただける方には、入会手続き「賛助会員加入申込書」を
　 お送りします。詳しくは当事務局へご連絡ください。

賛助会員を募集しています　賛助会員を募集しています　！！

（
敬
称
略
）

佐
世
保
市
立
大
野
小
学
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

柴
田　

英
樹

「
私
の
徳
育　

徳
育
は
自
分
自
身
の
支
え
」

　
「
徳
を
積
む
」の
本
質
を
ふ
と
考
え
て
み
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
す
る
と「
善
行
を
積
む
こ
と
」と
表
示
さ
れ
る
。で
は「
信
号
機
を

青
で
渡
る
」「
朝
早
く
起
き
て
掃
除
す
る
」な
ど
の
行
為
は
善
行
を
積

ん
で
い
る
か
と
自
身
へ
問
い
か
け
る
。恐
ら
く
腹
落
ち
の
解
で
は
な

い
。考
え
た
末
だ
が
、私
は
相
手
が
あ
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
て
い

る
。具
体
的
に
は
相
手
に「
得
し
た
！
」っ
て
思
わ
せ
る
こ
と
が「
徳
を

積
む
こ
と
」と
定
義
し
、我
が
家
で
は
、日
々
の
実
践
を
試
み
て
い
る
。

例
え
ば
、私
が
食
後
の
食
器
を
洗
う
。す
る
と
家
内
は「
得
し
た
」と
な

る
。私
は「
徳
を
積
ん
だ
」事
と
な
り
共
に「
良
い
気
が
流
れ
る
」ま
た
、

休
み
の
日
に
子
ど
も
た
ち
が
リ
ビ
ン
グ
の

掃
除
を
行
っ
た
と
す
る
。ま
た
し
て
も
家
内

は「
得
し
た
」と
な
る
が
、子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も「
徳
」と
な
り
そ
れ
は
家
族
の
中

に「
笑
顔
」が
あ
ふ
れ「
得
」と
し
て
み
ん
な

に
返
っ
て
く
る
。つ
ま
り「
得
を
さ
せ
る
」こ

と
が「
徳
を
積
む
」事
と
な
り
結
果
と
し
て

良
い
好
循
環
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
、日
「々
積
小
為
大
」と
試
み
て
い
る
。

佐世保徳育推進会議
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令和２年９月２６日㈯　
（於）清水地区公民館講堂

［令和２年度］第1１回

徳育推進フォーラム徳育推進フォーラム

『徳育』（本紙）のバックナンバーはコチラから。
フォーラムの歩み、地域での取り組みなど、徳育のヒントが盛りだくさんです！ ぜひご覧ください！

標語コンクール入選作品一覧

■応募方法　

■ご不明な点はお気軽にご質問ください。

応募用紙に必要事項と４００字以内のお話を書き込み、佐世保徳育推
進会議事務局宛にお送りください。FAX・E-mailでのご応募も受け付
けております。また、ご質問・ご感想等もお待ちしております。応募
用紙は佐世保徳育推進会議事務局ほか、佐世保市のHP、社会教育課
で配布しております。

佐世保徳育推進会議事務局
TEL/FAX（0956）23－2856
E-mail　sasebotokuiku@alpha.ocn.ne.jp

あなたの 募集します！！徳聞いて する話
　広報させぼ「徳育通信」コーナーから、あなたが身の周りで見つけた

り感じたりした「聞いたら心が温まる話」を募集します！
　日常のほんの小さなうれしい出来事や、ぜひ皆さんに聞いてほしい

徳育に関するお話など、あなたの“聞いて「徳」する話”お聞かせ
ください！
　採用された方のお話は、広報させぼに掲載させていただきます。

おはよう

ありがとう

エアータッチで
　　　つうじあう

感 謝

1 2

3

5

4

　この座談会では、コロナ禍という未曽有の危機の中で
見えてきた徳をめぐる諸問題について、佐世保徳育推進
会議副会長の中倉まち子さん（佐世保市PTA連合会元会
長）、事務局長の古賀良一さん（佐世保市教育会会長）、
総務部会副部長の知名睦人さん（佐世保市PTA連合会
副会長）、広報啓発部会員の中園順喜さん（佐世保商業
高校校長）の4名の方に語り合っていただきました。学校
教育あるいは社会教育の現場で精力的に活躍されてい
るそれぞれの立場から率直な問題提起がなされ、そうし
た危機にある今だからこそ徳育の果たすべき役割は大き
く、コロナ後の未来社会に対する希望につながるものと
して更に推進していくべきことが確認されました。

コロナ禍の今、徳育を考える

木村勝彦佐世保徳育推進会議会長

佐世保商工会議所女性会

中倉まち子佐世保徳育推進会議副会長

朝長則男佐世保市長

座談会進行役　木村勝彦　記

　徳育の推進が市民の皆様により、一層広がることと願いつつ、今年はコロナ
禍への対応として、テレビ放映での徳育推進フォーラムを開催しました。
　今年は「コロナ時代の今、徳育を考える」と題して、意見交換を行い、ある
べき姿を求めた取り組みを行いました。
　その他にも徳育標語コンクール入選作品紹介や表彰さらに佐世保市歌を歌い
継ぐ会の皆さんによる合唱など充実した内容でありました。 第11回徳育フォーラム

動画ＱＲコード

マスクから　あふれるおはよう　ありがとう 大久保小 ４年
黒﨑　　翠

咲かせよう　わたしの色の　徳の花 白南風小 ６年
寺井くるみ

にっこにこ　おおきなおくちで　ごあいさつ 柚木小 １年
古味　苺花

大切に　ご先祖様から　つないだ命 清水小 ４年
植原　悠太

ごめんねは　なかよしこよしの　キーワード 祇園小 ４年
吉浦　心愛

スリッパを　きれいにならべて　いいきもち 九文小 ２年
髙橋　統和

言葉の矢　放つ前に　考えて 相浦西小 ５年
新野　絵菜

おそうじで　心もみがく　ぴかぴかに 大久保小 ３年
安藤　優希

今こそね　エアータッチで　つうじあう 日野小 ６年
中川内祥真

ゆずりあい　どうぞどうぞの　かけごえを 港　小 ６年
原田　優音

しっかりと　おじぎで伝える　自分の気持ち 宮　小 ６年
五反田紗希

だいじょうぶ？　そのひとことが　うれしいよ 九文小 ２年
榮野川ハナ愛佳

メールより　会話をしよう　輪をつくろう 相浦西小 ５年
大坪　皇雅

あいさつで　元気わけあう　いい佐世保 白南風小 ４年
卜部　椛子

笑ってる　君の笑顔は　ヒマワリだ 石田恋桃音
九文中 ２年

つくろうよ　みんなの幸せ　あいさつで 橋本　良汰
九文中 ２年

拡大へ　ウイルスではなく　ありがとう 茂山　聖菜
柚木中 ２年

泣いている　見て見ぬふりせず　助けよう 川尻　来未
鹿町中 １年

笑顔とは　世界をつなぐ　共通語 新立　琴葉
鹿町中 ３年

会えずとも　こころは密で　ささえあい 佐藤　良恵
鹿子前町 保護者

ささえあう　人の和　まとまる地域の輪 熊谷　斉子
大黒町 一般

ONETEAM　地域で育てる　子どもたち 山本　千晶
梅田町 一般

せまい道　傘かたむけて　ゆずりあい 日野町 一般
上村美和子

小 学 生 中 学 生

一 　 般

感謝とは　相手を思う　メッセージ 巻澤　滉星
鹿町中 ３年


